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１ 擁 壁 
 

名 称 記 号 内  容 

プレキャスト 

Ｌ型擁壁 

ＬＷ－５０Ａ 

ＬＷ一７５Ａ 

LW－100A 

（水抜きあり） 

ＬＷ－５０Ｂ 

ＬＷ－７５Ｂ 

LW－100Ｂ 

（水板きなし） 

・プレキャストＬ型擁壁の設計条件は，次のとおりである。 

ブロックの根入れ長は，２５cm以上 

上載荷重は１０ＫＮ／㎡ 

背面土の内部摩擦角は２５° 

背面土の粘着力は考慮しない 

土の単位体積重量は１８N／m3 

 

・擁壁と上載荷重および背面土の関係は下図による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・擁壁設置地盤の条件は次のとおりである。 

ＬＷ－５０Ａ・Ｂ 地耐力（長期） ３９KN／㎡以上 

ＬＷ一７５Ａ・Ｂ 地耐力（長期） ５１KN／㎡以上 

ＬＷ－100Ａ・Ｂ 地耐力（長期） ６２KN／㎡以上 

・施工段階においては，上記の設計条件に耐えうる構造であれば，プレキャス

トＬ型擁壁の寸法に違いがあっても，同等品とみなす。 

・プレキャストＬ型擁壁の標準は，水抜きありタイプとする。水抜きなしタイ

プは，背面への地下水流入や雨水浸透がほとんどない場合に使用できる。こ

れ以外の場所で水抜きなしタイプを使用する場合は，背面に暗渠排水管を設

置する。 

・ブロックの表面を直接化粧するつつき仕上げ・小叩き仕上げ等は，鉄筋のか

ぶりが不足するため行えない。また，石張り仕上げなど，重量のあるものを

擁壁に張り付けて使用する場合は，別途構造検討を行う必要がある。 

・フェンスをブロックの天端または直近に設置する場合は，別途構造計算を行

うこと。 

・角部に使用する場合の条件は次のとおりである。 

９０°未満の角部には使用できない。 

９０°以上１７８°以下（２°きざみで対応可能。）の出隅は，コーナー

部用を使用する。 

すみ切り部用は，道路局の指導によるすみ切り長さ3mの場所に使用する。 



 2

２ 植 栽 

 

名 称 記 号 内  容 

張 芝 

（コウライシバ） 

ＨＳ－ＫＡ 

ＨＳ－ＫＢ 

ＨＳ－ＫＣ 

ＨＳ－ＫＤ 

ＨＳ－ＫＥ 

・ＨＳ－ＫＥは，竹串が長期間残存してけがの原因となることがあるため，使用

する場所の条件を考慮すること。 

張 芝 

（ノシバ） 

ＨＳ－ＮＡ 

ＨＳ－ＮＢ 

ＨＳ－ＮＣ 

ＨＳ－ＮＤ 

ＨＳ－ＮＥ 

・ＨＳ－ＮＥは，竹串が長期間残存してけがの原因となることがあるため，使用

する場所の条件を考慮すること。 

 

 

Ｓ２ 植 栽：参考図 

 

名 称 記 号 内  容 

植穴寸法図 低 木 

高 木 

・発生残土を減量するため，現場発生土の使用を標準とし，必要に応じて土壌改

良又は客土を行う。 

 

 

３ 給水設備 

 

名 称 記 号 内  容 

止水栓きょう ＳＫ－Ａ 

ＳＫ－Ｂ 

・メーター上流側に止水栓を設置する場合に使用する。 

止水栓ボックス ＳＫ－Ｃ 

ＳＫ－Ｄ 

・メーター下流側に止水栓を設置する場合に使用する。 

散水栓ボックス ＳＢ－Ａ 

ＳＢ－Ｂ 

・ＳＢ－Ｂは，植栽地や土系舗装内で，横ずれを防止するために使用する。 

給 水 管 ＳＧＰ－ＶＢ 

ＨＩＶＰ 

・ＳＧＰ－ＶＢは，メーター上流側の他，止水栓の前後等に使用する。 

・ＨＩＶＰは，メーター下流側に使用する。 

 

 

４ 排水設備  

 

名 称 記 号 内  容 

共通事項 － ・構造物の耐荷重について 

構造物の耐荷重は，Ｔ－６（総重量６ｔ，４ｔトラックの輪荷重に相当）とし

ている。ただし，個別に記載があるものを除＜。 

L型側溝 ＬＳ－２５ 

ＬＳ－２５Ｓ 

ＬＳ－２５Ｋ 

・本ブロック製品は，直線用，入隅用（内Ｒ・面取側の半径 0.75m以上），出

隅用（外Ｒ・面取側の半径 0.75m以上）である。 
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∪型側溝 ＵＳ－２４Ａ 

ＵＳ－３０Ａ 

ＵＳ－２４Ｂ 

ＵＳ－３０Ｂ 

・∪型ブロックは側溝としての使用を原則とする。側圧に弱いため，管理車両が

通行する園路に横断溝として使用する場合は，補強コンクリートを打つか，園

路をコンクリート舗装等とする。 

・横断溝として使用する場合，∪型ブロックを園路の縦断勾配に合せて斜めに 

据付けることはできない点に注意する。 

横断溝 ＯＤ－２５ 

ＯＤ－３０ 

・本ブロック製品の耐荷重はＴ－２０であり，特に荷重のかかる条件で使用す 

る。 

・歩行者・自転車道に設ける場合は，横断溝ではなく，∪型側溝を使用する。 

（横断溝はＵ型側溝に比べて非常に高価である。） 

・ブロックの加工・切断が容易でないため，定尺で使用する。 

・横断溝ブロックを園路の縦断勾配に合せて斜めに据付けることはできない点 

に注意する。 

・本ブロック製品には排水勾配がつけられていないので，必要に応じてモルタ 

ルにより調整する。 

∪型側溝 

コンクリート蓋 

ＦＣＵ－２４Ａ 

ＦＣＵ－３０Ａ 

ＦＣＵ－２４Ｂ 

ＦＣＵ－３０Ｂ 

・コンクリート蓋は側溝としての使用を原則とし，衝撃荷重がかかる箇所には 

使用しないこと。 

・Ａタイプは歩行者・自転車道に使用できる。 

・Ｂタイプは管理車道に使用できる。 

∪型側溝 

グレーチング蓋 

FGU-N24A 

    ～C 

FGU-N30A 

    ～C 

FGU-H24A 

    ～C 

FGU-H30A 

    ～C 

・Ｔ－２は，総重量２ｔ以下（乗用車・軽トラック程度）の管理車両しか通行し

ない園路で使用する。 

・グレーチング蓋の「並目」は，車椅子・歩行者の通行に支障となる場合があ 

るので，使用場所に注意すること。 

・本グレーチング蓋は，縦断方向での使用を前提として構造が決定されている 

ので，横断部に使用する場合は，構造を確認すること。 

 

L型雨水桝 ＬＭＭ－Ｎ６５ 

ＬＭＭ－Ｈ６５ 

ＬＭＭ－Ｎ８５ 

ＬＭＭ－Ｈ８５ 

ＬＭＫ－Ｎ 

ＬＭＫ－Ｈ 

・本グレーチング蓋の耐荷重はＴ－１４である。 

∪型雨水桝 ＵＭ－Ｎ２４Ａ 

ＵＭ－Ｎ２４Ｂ 

ＵＭ－Ｈ２４Ａ 

ＵＭ－Ｈ２４Ｂ 

ＵＭ－Ｎ３０Ａ 

ＵＭ－Ｎ３０Ｂ 

ＵＭ－Ｈ３０Ａ 

ＵＭ－Ｈ３０Ｂ 

・側溝部の蓋は含まれていない。 

横断溝雨水桝 ＵＭＯ－２５ 

ＵＭＯ－3０ 

・本ブロック製品の耐荷重はＴ－２０である。 

・本雨水桝を使用して排水設備計画確認申請を行う場合には，個別に土木事務 

所と事前協議を行うこと。 

・グレーチング蓋は含まれていない。 

組立て 

マンホール 

（１種） 

（２種） 

１ＭＨ－Ｋ 

２ＭＨ－Ｋ 

・ブロック製品の耐荷重はＴ－２５である。 

・ブロック製品の形状は参考であり，日本下水道協会プレキャスト製品Ⅱ類の 

認定品であればよい。図面上の（ ）内の数値は，代表的製品による参考寸法

であり，材料等の数量算出に使用している。 
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硬質塩化 

ビニル管 

ＶＵ－１００ 

  ～３５０ 

・Ｔ－６の荷重で，埋戻土が粘性土，単位体積重量１８ＫＮ／ｍ3，内部摩擦角

２５°の場合に，構造上使用可能な土被りの範囲は，管径別に次の表のとおり

である。 

ただし，横浜市では，布設場所等に応じた最低土被りが「横浜市排水設備要覧」

に定められているため，原則としては，これに基づき定めた「公園緑地設計指

針」に示す土被りを確保すること。 

また，「下水道用硬質塩化ビニル管道路埋設指針」では，工事中の工事車両に

よる一時的な荷重を考慮し，道路内での最低土被りを５０cm以上と規定して

いる。公園緑地内においても，工事車両（大型車）の通行が想定される場合に

は，この基準に従うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・硬質塩化ビニル管布設時の基礎材料の使い分けは次のとおりとする。 

ただし，湧水が多い等，特殊な現場条件の場合には，現場条件に応じた材料を 

使用する。 

① 残土を場内で処分，または他工事で流用する場合 

 基礎材料には砂（埋戻用）を使用する。 

② 残土を指定処分，または確認処分する場合 

 基礎材料に砂（埋戻用）を用いた場合と改良土を用いた場合の金額を比較し， 

 より安い材料を使用する。 

・ＶＵ－１００はトイレの汚水系統に限って使用できる。 

   最 低   最 大  

径 100   10  ～  490 ｃｍ 

径 150    ０ ～  640 ｃｍ 

径 200   10 ～ 590 ｃｍ 

径 250   10 ～ 530 ｃｍ 

径 300   10 ～ 520 ｃｍ 

径 350   10 ～ 470 ｃｍ 

 

 

Ｓ４ 排水設備：参考図 

 

名 称 記 号 内  容 

マンホール 

（１種） 

１ＭＨ－ＧＡ 

１ＭＨ－ＧＢ 

・コンクリート蓋の耐荷重は，Ｔ一１４である。 

・ブロック製品の耐荷重はＴ－２５である。 

マンホール 

（１種） 

１ＭＨ－ＧＣ 

１ＭＨ－ＧＤ 

・鋳鉄蓋の耐荷重はＴ一６である。 

・ブロック製品の耐荷重はＴ－２５である。 

マンホール 

（２種） 

ＭＨ－２Ａ 

ＭＨ－２Ｂ 

・コンクリート蓋の耐荷重は，Ｔ－１４である。 

・ブロック製品の耐荷重はＴ－２５である。 

マンホール 

（２種） 

ＭＨ－２Ｃ 

ＭＨ－２Ｄ 

・鋳鉄蓋の耐荷重はＴ－６である。 

・ブロック製品の耐荷重はＴ－２５である。 

硬質塩化 

ビニル管 

ＶＵ－４００ 

  ～６００ 

・使用にあたっては構造計算を行い，管および基礎の安全を確認する。 

・コンクリート管とコストを比較検討すること。 
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５ 電気設備 

・本図に掲載している照明灯の照度範囲はおおよそ次のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 記 号 内  容 

定額分電盤 

（1・2回路） 

ＢＴ－ＡＴ 

ＢＴ－ＢＴ 

・Ｄ種接地工を含んでいる。 

・ＢＴ－ＢＴは，盤の近＜にハンドホールを設置する。 

定額分電盤 

（1回路） 

〔鋼管ポール用〕 

ＢＴ－ＣＴ ・Ｄ種接地工は，引込柱工に含まれている。 

メーター分電盤 

（2～4回路） 

ＢＭ－ＡＴ 

ＢＭ－ＢＴ 

ＢＭ－ＣＴ 

・盤の近＜にハンドホールを設置すること。 

・Ｄ種接地工を含んでいる。 

・ＢＭ－ＡＴを1回路で使用する場合は，ハンドホールを設けずに異種管接続材

（別途計上）を用いる。 

メーター分電盤 

（2回路） 

〔鋼管ポール用〕 

ＢＭ－ＤＴ ・Ｄ種接地工は引込柱工に含まれている。 

トイレ用 

メーター分電盤 

（2～4回路） 

ＴＢＭ－ＡＴ 

ＴＢＭ－ＢＴ 

ＴＢＭ－ＣＴ 

・盤の近くにハンドホールを設置する。 

・Ｄ種接地工を含んでいる。 

ハンドホール ＨＨ－４５ 

ＨＨ－６０ 

・ハンドホールの耐荷重は，ＨＨ－４５が破壊荷重 6,000kg（Ｔ一４相当）， 

ＨＨ－６０が破壊荷重 8,000kg（Ｔ－６相当）となっている。よって４ｔ車

以上の管理車両の通行が想定される場所にはＨＨ－４５を設置しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称／照度(ﾙｸｽ) ０．５ ｌｘ １．５ ｌｘ 

HL-A100[H・S] 半径  １５m  半径 １０m  

HL-A200[H・S] 〃 ２０  〃 １３  

HL-B100[H・S] 〃 １５  〃 １０  

HL-B200[H・S] 〃 ２０  〃 １３  

長軸 １４  長軸 １０  HL-C100[H・S] 

短軸   ９  短軸   ７  

長軸 １８  長軸 １３  HL-C200[H・S] 

短軸   ９  短軸   ７  
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６ 園路広場 

 

名 称 記 号 内  容 

共通事項 － ・舗装構成について 

本図集に掲載している舗装構成は，歩行者および４ｔ車以下の管理車両の通行

を前提としている。４ｔを超える車両が通行する場合，一般車両が通行する場

合（例：駐車場），管理車両が常時通行する場合（例：サービスヤード）は，

車道の舗装構成を検討すること。 

舗装構成の主な根拠は「アスファルト舗装要綱」歩行者系道路舗装の項による。 

・公園内の舗装における透水機能について 

小規模な舗装面に降った雨水については，積極的に透水性舗装による浸透をし

な＜ても，これに接する植樹帯等に排水すれば，十分浸透させることができる。 

したがって図集では，透水性舗装としてはアスファルト舗装のみを掲載してい

る。 

ただし，舗装が大面積となる場合や，植樹帯等への排水が困難な場合は，透水

性舗装の使用を検討すること。 

・縁石について 

一般車両が通行する箇所や管理車両が常時通行する箇所に設ける縁石は，別途

構造を検討すること。（道路局図集参照） 

ダスト舗装 ＤＨ ・雨水によるスクリーニングスの流出を防ぐため，舗装面の合成勾配は，1.0％

以下とする。 

合成勾配＝√（縦断勾配 2＋横断勾配 2） 

開粒度アスファルト 

舗装 

ＫＡＨ－Ａ 

ＫＡＨ－Ｂ 

・アスファルト舗装の標準は，開粒度アスファルト舗装とする。 

密粒度アスファルト 

舗装 

ＭＡＨ－Ａ 

ＭＡＨ－Ｂ 

・密粒度アスファルト舗装は，透水性舗装とする必要がない場合に使用する。 

洗い出し 

平板舗装 

ＦＨ－Ａ 

ＦＨ－Ｂ 

・種石の種類，粒径は別途指定する。金華（鹿島）のように種石が丸いものは，

粒径が大きいと滑りやすいので注意すること。本図集掲載の「洗い出し舗装」

では，種石の粒径は９mm内外を標準としている。 

ハマレンガ 

舗装 

ＹＨ－ＫＡ 

ＹＨ－ＫＢ 

ＹＨ－ＩＡ 

ＹＨ－ＩＢ 

・急勾配部では，目地砂が流出してブロックがずれることがあるため，敷砂の替

りに空練りモルタルを使用するか，他の舗装を検討すること。 

・ハマレンガは材質が硬＜，役物の作成が困難なため，曲線部の多い園路等には

適さない。（役物は製造されていない） 

石張り舗装 ＩＨ－ＲＡ 

ＩＨ－ＲＢ 

ＩＨ－ＨＡ 

ＩＨ－ＨＢ 

・目地の凹凸が大き＜，車椅子の通行に支障となる場合があるので，主要動線で

の全面的な使用は避けること。 

・伸縮目地と石張りの目地とを一致させ，表層についても縁を切るようにする。 

面積が大きい場合は，洗い出し舗装に準じて伸縮目地を仕上面まで出す形とす

る。 

インターロッキング

舗装 

ＬＨ－Ａ 

ＬＨ－Ｂ 

・インターロッキングブロックの種類は，標準品の中から別途指定する。（標準

品の定義は，「土木工事積算基準・標準歩掛表」を参照のこと。） 

・急勾配部では，目地砂が流出してブロックがずれることがあるため，敷砂の替

りに空練りモルタルを使用するか，他の舗装を検討すること。 

・ブロックの縁の面取りが大きいと，目地の凹凸が大き＜なり，車椅子の通行に

支障となる場合があるので，面取りが大きいブロックの使用は避けること。 

洗い出し舗装 ＪＨ－Ａ 

ＪＨ－Ｂ 

・洗い出し舗装の伸縮目地は，他の舗装と異なり，１施工単位（１回当りの洗い

出し作業が可能な面積）である１０㎡を標準としている。 
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視覚障害者誘導用 

ブロック舗装 

ＹＢ－ＦＡ 

ＹＢ－ＦＢ 

・使用にあたっては，「横浜市福祉のまちづ＜り条例・施設整備マニュアル」を

参照すること。 

・ブロックの色は原則として黄色とする。 

視覚障害者誘導用 

インターロッキング

舗装 

ＹＢ－ＬＡ 

ＹＢ－ＬＢ 

・使用にあたっては，「横浜市福祉のまちづ＜り条例・施設整備マニュアル」を

参照すること。 

・インターロッキングブロックの色は原則として黄色とする。 

コンクリート縁石 

（地先） 

ＴＥ－Ａ１ 

ＴＥ－Ａ２ 

ＴＥ－Ａ３ 

・本ブロック製品は直線用のみである。 

コンクリート縁石 

（地先） 

ＴＥ－Ｂ１ 

ＴＥ－Ｂ２ 

ＴＥ－Ｂ３ 

・本ブロック製品は直線用のみである。 

コンクリート縁石 

（公園） 

ＫＥ－Ｂ 

ＫＥ－ＢＫ 

・本ブロック製品は直線用，入隅用（内Ｒ・面取側の半径 0.75m以上），出隅

用（外R・面取側の半径 0.75m以上）である。 

コンクリート縁石 

（歩車道） 

ＨＥ－Ａ１ 

ＨＥ－Ａ２ 

・本ブロック製品は直線用，入隅用（内Ｒ・面取側の半径 0.5m以上），出隅

用（外R・面取側の半径 0.5m以上）である。 

コンクリート縁石 

（歩車道） 

ＨＥ－Ｂ１ 

ＨＥ－Ｂ２ 

・本ブロック製品は直線用，入隅用（内Ｒ・面取側の半径 0.5m以上），出隅

用（外Ｒ・面取側の半径 0.5m以上）である。 

丸太階段 ＫＤ－ＭＡ 

ＫＤ－ＭＢ 

・丸太階段は林間散策路など歩行者の通行が比較的少ない箇所に使用する。 

・ＫＤ－ＭＡは急勾配（1：2程度）での踏面部の洗掘防止を目的とする場合に

使用する。 

擬木階段 ＫＤ－Ｇ１ＯＯ 

ＫＤ－Ｇ１５０ 

ＫＤ－Ｇ２００ 

・設置揚所により，踏面に舗装を行う等の洗掘防止策を取る。 

 

 

Ｓ６ 園路広場：参考図 

 

名 称 記 号 内  容 

レンガ舗装 ＲＨ－ＨＡ 

ＲＨ－ＨＢ 

ＲＨ－ＫＡ 

ＲＨ－ＫＢ 

・伸縮目地とレンガの目地とを一致させ，表層についても縁を切るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイル舗装 ＴＨ－ＳＡ 

ＴＨ－ＳＢ 

ＴＨ－ＲＡ 

ＴＨ－ＲＢ 

・伸縮目地とタイルの目地とを一致させ，表層についても縁を切るようにする。

表面はシーリング目地とするのが望ましい。 

小舗石舗装 ＳＨ－Ａ 

ＳＨ－Ｂ 

・目地の凹凸が大きく，車椅子の通行に支障となる場合があるので，主要動線 

での全面的な使用は避けること。 

・伸縮目地と小舗石の目地とを一致させ，表層についても縁を切るようにする。 
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７ 遊戯施設 

 

名 称 記 号 内  容 

共通事項 － 〈標準仕様〉 

・遊具の構造体はＳＧＰ（白）とする。ただし，溶接箇所の多いスベリ台は構 

造体をＳＧＰ（黒）とし，防錆は電気亜鉛めっきとする。 

ボルト・ナットは，塗装されるものについては電気亜鉛めっきとする。 

塗装は工場塗装を基本とし，地際の防食テープ巻きは塗装後に行う。防食テー

プヘの塗装はテープの伸縮によりはがれやすいため，行っていない。 

工場塗装の詳細は，参考資料を参照すること。 

〈構 造〉 

・遊具の本体基礎は，安全性を考慮し，ＰＣブロックを使用せず現場打ちとして

いる。（ただし，ジャンクルジムを除＜） 

・遊具の基礎埋込部は内部からの腐食を防止するため，砕石基礎から５cm以上

のコンクリートのかぶりを取ることとしている。 

・遊具まわりを木チップ舗装とする場合は，基準ＧＬより上に木チップ舗装を設

ける。（なお，やむを得ず木チップの舗装厚分基準ＧＬを下げる納まりにし

た場合で，基礎の根入れ（土中部分の深さ）が変わってしまう場合は，別途

構造計算を行い基礎形状の安全性を確認すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ７ 遊戯施設：参考図 

 

名 称 記 号 内  容 

砂 場 ＳＮ ・洗い出し仕上げの種石には，利用者がけがをするおそれのないよう，丸みを 

帯びたものを用いること。 
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８ サービス施設 

 

名 称 記 号 内  容 

共通事項 － 〈標準仕様〉 

・木部は，加工後，防腐剤加圧注入処理したひのき材とする。 

鋼材部は，電気亜鉛めっきのうえ，工場塗装とする。 

ボルト・ナットは，ステンレス（ＳＵＳ３０４）とする。 

木部防腐処理および工場塗装の詳細は，参考資料を参照すること。 

・ベンチ類の座板の含水率は，木材の乾燥が不十分なためにひび割れが発生し 

た事例があったことから，新たに品質規格として定めるものである。なお，含 

水率は，工場での塗装の前に確認する。 

・コンクリートブロック基礎と本体を固定するアンカーボルトは必要な機能（本

体と基礎ブロックを固定する。）を満たすものとし，特に種類を定めない。 

〈構 造〉 

・ベンチ類のまわりを木チツプ舗装とする場合，木チップの舗装厚分基準ＧＬを

下げる納まりにすると，経年変化で木チップが消失した時に基礎が露出するこ

とになるので注意する。（なお，木チップの舗装厚分基準ＧＬを下げる納まり

にした場合で，基礎の根入れ（土中部分の深さ）が10cm以下となってしま

う場合は，別途構造計算を行い基礎形状の安全性を確認すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベンチ ＴＢ－ＡＦ 

ＴＢ－ＡＢ 

ＴＢ－ＡＨ 

ＴＢ－ＢＦ 

ＴＢ－ＢＢ 

ＴＢ－ＢＨ 

・座面の形状により，Ａ・Ｂの２タイプを用意している。 

  Ａタイプ：座面に傾斜を付け，座りやすさを重視している。 

  Ｂタイプ：座面を水平にし，かつ，座面の高さをＡタイプに比べて高くする

ことで，筋力が弱い人でも立ち上がりやすいよう配慮している。 

また，座面が水平のため手回り品を置いても安定している。 

野外卓 YT ・本野外卓は短辺側を車椅子で利用できるような形状としている。 

野外卓の周囲やアプローチ部分は車椅子の利用に支障のないよう配慮する。 

水飲み ＭＮ－Ａ 

ＭＮ－Ｂ 

・横水栓は，子供や高齢者など誰もが使いやすいようにとの考え（ユニバーサ 

ルデザインの考え方）から，吐出□回転形胴長横水栓を採用している。 

・水飲み桝には土砂の流入が少なくないが，泥溜めが小さいため，下流の第一 

桝にも泥溜めを設けるのが望ましい。 

・公共下水道が合流式の場合に設ける防臭トラップは，桝が小さいため，下流 

の第一桝に設けるのが望ましい。 

・水飲みのまわりは，ぬかるみを防止するため舗装を行う。 

・ＭＮ－Ｂは特に車椅子での利用を考慮したもので，周囲に支障となるものや 

段差を設けないこと。 
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９ 管理施設－１《車止め・門柱・くずかご》 

 

名 称 記 号 内  容 

車止め 

共通事項 

－ ・差込式車止めは，車椅子の通行の支障とならないよう，基礎天端に水切り勾 

配をつけない形としている。 

・差込式車止めの基礎形状は舗装部に設置することを前提としているため，ダ 

スト舗装等，土系舗装部に設置する場合は，基礎露出による危険性を考慮して，

コンクリート基礎の天端に面取りを行うこと。 

車止め ＫＵ－ＡＳ 

ＫＵ－ＡＫ 

・ＫＵ－ＡＳのシリンダー錠は，歩行者や車椅子の通行の支障とならないよう，

公園内側（柱裏側）に設ける。 

車止め ＫＵ－ＢＳ 

ＫＵ－ＢＫ 

・視覚障害者が白杖により認識しやすいように，下部に横方向のパイプを追加 

している。 

車止め ＫＵ－ＣＳ 

ＫＵ－ＣＫ 

・本車止めは，バイクの進入抑制を図りつつ，車椅子が通行できるようにして 

いる。なお，組み合わせて使用する車止めは，基礎天端に水切り勾配をつけな

いこと。 

・車止めのまわりは平坦とする。 

・本車止めは，視覚障害者が白杖により認識できないおそれがあるため，別の 

箇所に視覚障害者の動線を確保すること。 

門 柱 ＭＯ－Ａ 

ＭＯ－Ｂ 

・洗い出し仕上げの種石には，利用者がけがをするおそれのないよう，丸みを帯

びたものを用いること。 

・ＭＯ－Ａは，2基1組となっている。 
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10 管理施設－２《柵・手すり》 

 

名 称 記 号 内  容 

 パイプ柵・ 

縦格子柵 

共通事項 

－ 〈構 造〉 

・「防護柵の設置基準・同解説」の歩行者自転車用柵Ｐ種の構造基準に準拠し，

垂直荷重５９０Ｎ／ｍ 水平荷重３９０Ｎ／ｍ に耐える構造としている。

これ以上の群集荷重がかかる場合は別途構造を検討すること。 

・基礎は地耐力 長期９８KN／㎡ 短期１９６KN／㎡ 水平方向地耐力はそ 

の1／3として設計している。 

・ 独立基礎タイプを法肩に近接して設置する場合，構造上，法肩から基礎ブロ

ックの根入れと同じ距離を確保する必要があるが，法肩の浸食を考慮する

と，基礎ブロック根入れの1.5倍以上確保することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

〈標準仕様〉 

・鋼製柵の構造体にはＳＧＰ（白）を用いて，塗装は３回塗り（錆止め１回，中

塗り１回，上塗り１回）を標準としている。 

ただし，縦格子柵は溶接箇所が多いため，構造体にはＳＧＰ（黒）を用いて，

防錆は電気亜鉛めっきとしてる。さらに，電気亜鉛めっきの亜鉛付着量は溶

融亜鉛めっきに比ベて少ないため，塗装は４回塗り（錆止め２回，中塗り１

回，上塗り１回）としている。 

パイプ柵 

（1段） 

（2段） 

ＰＦ－１Ｓ 

ＰＦ－１Ｗ 

ＰＦ－２Ｓ 

ＰＦ－２Ｗ 

・主な用途は境界柵または立入防止柵である。 

・布基礎タイプは境界沿いへの設置に対応した基礎形状となっており，また園 

内からの土砂流出防止機能をもつ。 

縦格子柵 ＴＦ－９０Ｓ 

ＴＦ－１２０Ｓ 

ＴＦ－９０Ｗ 

ＴＦ－１２０Ｗ 

ＴＦ－120ＳＳ 

・主な用途は境界柵または立入防止柵である。Ｈ1.2mタイプについては転落 

防止柵ともなる。 

・平地用と傾斜地用に区分して計上する。平地用は傾斜角２°（４％弱）未満

とする。 

・布基礎タイプは境界沿いへの設置に対応した基礎形状となっており，また園 

内からの土砂流出防止機能をもつ。 

縦格子柵 

（手すり付） 

ＴＦＴ－１Ｓ 

ＴＦＴ－１Ｗ 

ＴＦＴ－１ＳＳ 

ＴＦＴ－２Ｓ 

ＴＦＴ－２Ｗ 

ＴＦＴ－２ＳＳ 

・主な用途は境界柵または立入防止柵である。Ｈ1.2mタイプについては転落防

止柵ともなる。 

・平地用と傾斜地用に区分して計上する。平地用は傾斜用２°（４％弱）未満

とする。 

・布基礎タイプは境界沿いへの設置に対応した基礎形状となっており，また園 

内からの土砂流出防止機能をもつ。 

・傾斜地の場合も手すり端部は水平に設置する。 
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手すり ＴＲ－１Ｓ 

ＴＲ－１Ｗ 

ＴＲ－２Ｓ 

ＴＲ－２Ｗ 

・傾斜地の場合も手すり端部は水平に設置する。 

・独立基礎タイプは下部からの幼児のすりぬけ（転落）が考えられることに留 

意する。 

・「防護柵の設置基準・同解説」の歩行者自転車用柵Ｐ種の構造基準に準拠し，

垂直荷重５９０Ｎ／ｍ 水平荷重３９０Ｎ／ｍ に耐える構造としている。

これ以上の群集荷重がかかる場合は別途構造を検討すること。 

・基礎は地耐力 長期９８KN／㎡ 短期１９６KN／㎡ 水平方向地耐力はそ 

の1／3として設計している。 

・独立基礎タイプを法肩に近接して設置する場合，構造上，法肩から基礎ブロッ

クの根入れと同じ距離を確保する必要があるが，法肩の浸食を考慮すると，基

礎ブロック根入れの1.5倍以上確保することが望ましい。 

 

 

 

 

 

メッシュフェンス ＭＥ－１２０Ｓ 

ＭＥ－１５０Ｓ 

ＭＥ－１８０Ｓ 

ＭＥ－２００Ｓ 

ＭＥ－１２０Ｗ 

ＭＥ－１５０Ｗ 

ＭＥ－１８０Ｗ 

・主な用途は境界柵または立入防止柵である。 

・平地用と傾斜地用に区分して計上する。平地用は傾斜角１°（約２％）未満，

傾斜地用は傾斜角１°（約２％）以上５°（約９％）以下とする。これを超

える場合は，別途基礎構造を検討すること。なお，傾斜地用はフェンス延長

方向の傾斜に対応したものであり，横断方向は平坦（基礎の根入れを減じる

下り勾配が付いていない）とする。 

 

 

 

 

 

 

・独立基礎タイプを法肩に近接して設置する場合，構造上，法肩から基礎ブロッ

クの根入れと同じ距離を確保する必要があるが，法肩の浸食を考慮すると，基

礎ブロック根入れの1.5倍以上確保することが望ましい。 

 

 

 

 

・フェンス本体および基礎は風荷重を基として設計されているため，群集荷重 

が想定される箇所には設置しないこと。 

・ボールが頻繁に当たると取付金具が損傷してメッシュパネルがはずれること 

があるため，運動広場などのボールが直接当たる箇所には設置しないこと。

（別途グランド対応タイプを検討する。） 

・傾斜地用は勾配に合せてメッシュパネルを製作するため，場所ごとに勾配が 

変化する自然斜面への設置は避けること。 

コンクリート柵 ＣＦ ・主な用途は境界柵である。山林内などの景観的に重要でない場所，斜面地な 

どのメンテナンスが困難な場所等に使用する。 

ロ－プ柵 ＲＦ ・主な用途は立入禁止の意思表示である。 

・ロープは，耐久性を重視する場合はビニロンロープ（いわゆるクレモナロー 

プ），庭園など景観性を重視する場合はしゅろロープとする。 

番線柵 ＷＦ ・仮設柵として用いる。 
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参 考 資 料 
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１ 木部防腐処理および塗装について 
 

（1）施設別防腐処理仕様 
 

従来の図集では，防腐処理の仕様は「防腐剤の加圧注入処理（但しＣＣＡを除く）とする。」

としていたが，木材の耐久性向上の観点からＪＡＳ（日本農林規格）又はＪＩＳ（日本工業規格）

の基準を採用して仕様の明確化を図っている。 

 

 

施設別の防腐処理方法と適用規格 

施設 防腐処理方法 適用規格 

丸太階段 クレオソート加圧注入処理 ＪＩＳ 

ベンチ類 ＡＡＣまたはＮＺＮ加圧注入処理 ＪＡＳ 

木柵 ＡＡＣまたはＮＺＮ加圧注入処理 〃 

ロープ柵 クレオソート加圧注入処理 ＪＩＳ 

竹柵 クレオソート加圧注入処理 〃 

樹木支柱 クレオソート加圧注入処理 な し 

 

注：木柵は人の手に触れるものであるため，ＡＡＣまたはＮＺＮを採用し，土に接する部分

についてクレオソート塗布としている。 

 

 

ＪＡＳの基準【防腐処理薬剤の浸潤度および吸収量の基準】 

薬剤 浸潤度の基準 吸収量の基準 

ＡＡＣ DDACとして9.0 kg/m３以上 

ＮＺＮ 

辺材部分 80％以上，材面から深さ

10mmまでの心材部分80％以上 油剤は亜鉛として 3.2 kg/m３以上，

乳剤は亜鉛として4.0 kg/m３以上 

 

 

ＪＩＳの基準【防腐処理薬剤の注入量の基準】 

薬剤 注入量の基準 

クレオソート １２０kg/m３以上 
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（２）防腐処理仕様選定の考え方 
 

ＪＡＳでは，木材の使用環境に応じた 5 段階の性能区分を行い，防腐防蟻処理薬剤の浸潤度

と吸収量の基準を定めている。 

 

ＪＡＳの性能区分と木材の使用環境 

性能区分 木材の使用環境 具体的内容 

Ｋ４ 通常より激しい腐朽・ぎ害

のおそれのある条件下で，

高度の耐久性の期待でき

るもの 

1.外気又は湿潤環境に常時露出される場合で，接地条

件で一定の耐用を期待する。 

2.外気又は湿潤環境に常時露出される場合で，非接地

で長期の耐用を期待する。 

3.外気又は湿潤環境にしばしば露出される場合で，接

地条件で長期の耐用を期待する。 

Ｋ５ 極度に腐朽・ぎ害のおそれ

のある条件下で，高度の耐

久性の期待できるもの 

外気及び湿潤環境に常時露出される場合で，接地条件

で長期の耐用を期待する。 

 

浸潤度の適合基準 

性能区分 樹種区分 浸潤度の適合基準 

耐久性Ｄ１の樹種 辺材部分の浸潤度が 80％以上かつ材面から深さ

10mmまでの心材部分の浸潤度が80％以上 

Ｋ４ 

耐久性Ｄ２の樹種 辺材部分の浸潤度が 80％以上かつ材面から深さ

15mm（厚さが 90mm を超える製材については

20mm）までの心材部分の浸潤度が80％以上 

Ｋ５ 全ての樹種 辺材部分の浸潤度が 80％以上かつ材面から深さ

15mm（厚さが 90mm を超える製材については

20mm）までの心材部分の浸潤度が80％以上 

 

注：スギ，ヒノキは耐久性Ｄ１に該当する。 

 

吸収量の適合基準 

性能区分 防腐処理薬剤 薬剤の記号 吸収量の適合基準 

クレオソート油 Ａ クレオソート油として80kg/m３以上 

クロム・銅・ひ素化合物 ＣＣＡ ＣＣＡとして6.0kg/m３以上 

18.0kg/ m３以下 

ｱﾙｷﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物 ＡＡＣ ＤＤＡＣとして9.0kg/m３以上 

銅・ｱﾙｷﾙｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物 ＡＣＱ ＡＣＱとして5.2kg/m３以上 

ナフテン酸銅 ＮＣＵ 油剤は，銅として1.2kg/m３以上 

乳剤は，銅として1.5kg/m３以上 

Ｋ４ 

ナフテン酸亜鉛 ＮＺＮ 油剤は，亜鉛として3.2kg/m３以上 

乳剤は，亜鉛として4.0kg/m３以上 

クレオソート油 Ａ クレオソート油として 170kg/m３以

上 

Ｋ５ 

クロム・銅・ひ素化合物 ＣＣＡ ＣＣＡとして7.5kg/m３以上 

22.5kg/m３以下 
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本図集では次の点を考慮し，用途別の防腐処理の仕様（使用する薬剤と適用規格）を「用途別

防腐処理仕様一覧」のとおり定めている。 

 

＊使用する薬剤について 

・ＣＣＡは焼却処分ができないため使用しない。（焼却時に六価クロムが発生するため） 

・臭気等を考慮し，人の手に触れるものにクレオソートは使用しない。 

・塗装による着色を考慮し，クレオソート以外は無色の薬剤を採用する。 

 

  Ｋ４及びＫ５の性能区分で使用される薬剤の概要（CCA，クレオソート以外）  

薬剤の記号 商品名 薬剤の色調 

ＡＡＣ ペンタキュアニューＢＭ，レザックＲ他 無色 

ＡＣＱ マイトレック他 緑色 

ＮＣＵ トヨゾールＣＵ他 緑色 

ＮＺＮ トヨゾールＺＮ，ニッサンクリーン他 無色 

    

 ＊適用規格について 

・土に接するものはＫ5，土に接しないものはＫ4の性能区分に該当するが，クレオソート

については，加圧注入処理工場の多くが，ＪＡＳのＫ５の基準に対応しておらず，ＪＩ

Ｓの基準に基づいて処理を行っているることから，ＪＩＳを適用する。 

 

 

用途別防腐処理仕様一覧 

用 途 
目標とする 

性能区分 
使用する薬剤 適用規格 

土に接するもので人の手に

触れないもの（丸太階段等） 
クレオソート ＪＩＳ 

土に接するもので人の手に

触れるもの（木柵） 

Ｋ５ ＡＡＣ又はＮＺＮ 
（土に接する部分には，さらに 

クレオソートを塗布する） 

ＪＡＳ 

土に接しないもの 

（ベンチ類） 
Ｋ４ ＡＡＣ又はＮＺＮ ＪＡＳ 

 

 

各メーカーのベンチの防腐処理仕様【参考】 

 

 

 

（３）ベンチ類の木部塗装仕様 
 

従来のオイルステインワニスでは，塗膜を作るため膨れやはがれが起きやすいことから，ステ

ンプルーフ・キシラデコールなどの浸透タイプの塗装を採用する。 

 

メーカー名 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 

木部防腐処

理 

AAC 加圧注

入 

NZN 加圧注

入 

AAC 加圧注

入 

AAC または

NZN 加圧注

入 

AAC または

ACQ 加圧注

入 
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２ 鉄部塗装について 
 

（１）施設別鉄部塗装仕様 
 

従来の図集では，鉄部の塗装仕様は現場塗装を前提としていた。 

しかし，ベンチや遊具等，多くの施設が実際には工場で塗装を行っている場合が多いため，工

場での塗装を前提とした仕様に変更している。ただし，柵類については現場溶接をおこなうため，

従来どおりの仕様とする。 

 

 

施設 防錆処理 塗装 

（鋼材部）電気亜鉛めっき アクリルまたはメラミン樹脂焼付塗装２回もしく

は粉体塗装（いずれも塗膜厚４０ミクロン以上） 

ベンチ類 

（鋳鉄部）  － アクリルまたはメラミン樹脂焼付塗装２回もしく

は粉体塗装（いずれも塗膜厚４０ミクロン以上） 

（白ガス管） － アクリルまたはメラミン樹脂焼付塗装２回もしく

は粉体塗装（いずれも塗膜厚４０ミクロン以上） 

遊具 

制札板 

（黒ガス管）電気亜鉛めっき アクリルまたはメラミン樹脂焼付塗装２回もしく

は粉体塗装（いずれも塗膜厚４０ミクロン以上） 

（白ガス管） － 鉛酸カルシウムさび止めペイント1回 

合成樹脂調合ペイント2回塗り 

柵 

 

（黒ガス管）電気亜鉛めっき 鉛酸カルシウムさび止めペイント2回 

合成樹脂調合ペイント2回塗り 

 

 

 

（２）各メーカーの塗装仕様 

 
ベンチの塗装等仕様 

メーカー名 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 

防錆 

処理 

電気亜鉛めっ

き 

 

電気亜鉛めっ

き２種４級 

 

溶融亜鉛めっ

き 

 

電気亜鉛めっ

き２種４級 

 

電気亜鉛めっ

き２種４級 

 

鋼材部 

塗装 

仕様 

アクリル樹脂

焼付塗装２回 

メラミン樹脂

焼付塗装1回 

流動浸漬粉体

塗装１回 

 

アクリル樹脂

焼付塗装２回 

メラミン樹脂

焼付塗装２回

またはポリエ

ステル静電粉

体塗装１回 

 

鋳鉄部 
塗装 

仕様 

ポリエステル

静電粉体塗装

＋アクリル樹

脂焼付塗装 

メラミン樹脂

焼付塗装1回 

流動浸漬粉体

塗装１回 

 

アクリル樹脂

焼付塗装２回 

メラミン樹脂

焼付塗装２回

またはポリエ

ステル静電粉

体塗装１回 

 

 

ベンチの塗装仕様は，アクリルまたはメラミン樹脂焼付塗装が主流となっている。 

 



 18

 

 

遊具の塗装仕様 

メーカー名 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社 Ｅ社 

塗装仕様 

アクリル樹脂

焼付塗装 

メラミン樹脂

焼付塗装また

はポリエステ

ル樹脂静電粉

体塗装 

アクリル樹脂

焼付塗装また

はポリエステ

ル樹脂静電粉

体塗装 

アクリル樹脂

焼付塗装また

はポリエステ

ル樹脂静電粉

体塗装 

ウレタン樹脂

塗装，メラミ

ン樹脂焼付塗

装またはポリ

エステル樹脂

静電粉体塗装 

 

遊具の塗装仕様は，アクリルまたはメラミン樹脂焼付塗装，またはポリエステル樹脂静電粉体

塗装が主流となっている。 

 

 

 

（３）鉄部塗装の耐久性について 
 

鉄部の塗装を耐久性が高い順に並べると次のとおりとなる。 

 

  流動浸漬粉体塗装＞静電粉体塗装＞焼付塗装＞ＯＰ塗装（ＯＰは現場塗装） 

 

本図集の仕様では，流動浸漬粉体塗装と静電粉体塗装のいずれもが焼付塗装と同等以上の耐久

性であることから，どちらでもかまわないものとして，単に「粉体塗装」と表記している。 

 

 

（４）工場塗装の留意点 
 

工場塗装を行う場合には，次の点に留意する必要がある。 

 

・ 工場塗装は，現場塗装と比べて色の指定を早めに行う必要がある。 

・ 粉体塗装の場合，色がメーカー標準色（10～20色程度）に限られる。 

・ 粉体塗装の場合，一部材を2色以上に塗り分けることはできない点に注意する。 

 

 


